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地元で採れた旬の野菜で
賑わう農産物直売所「菜っちゃん」今月の表紙

ＪＡいみず野果菜グループ
（ＪＡいみず野  新湊育苗センターハウス内）



３　いみず野だより いみず野だより　２

大島支店　吉岡　祐樹
初めはわからない事が多くあると思いますが
日々努力して一日でも早く仕事に慣れるように
がんばります。今後ともよろしくお願いします。

南郷支店　伊藤　心之介
この度新しく入組しました伊藤心之介です。若
輩者ですが組合員の皆様、地域の皆様のお役に
立てるよう、一日でも早く仕事を身につけ一人
前になりたいです。

大門支店　寺腰　将司
まだわからないことだらけですが、地域の皆様
のお役に立てるよう精一杯努力していきたいと
思います。よろしくお願い致します。

農業機械課　土合　健太
地域の方々に頼られる職員になりたいと思いま
す。分からないこともたくさんあると思います
が、早く仕事に慣れるようがんばります。これ
から、よろしくお願いします。

営農施設課（臨時職員）　大表　雅典
一生懸命働いて親孝行がしたいです。みなさん
においしい作物を提供したいです。みなさんに
信頼される人になれるようがんばりたいと思い
ます。

　

３
月
25
日（
火
）、
い
み
ず
野
営
農
管
理
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
水
稲
栽
培
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
高
岡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
や

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
営
農
部
か
ら
水
稲
育
苗
・
直
播
栽
培
・

重
点
技
術
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
管
内
の
営
農
組
合
・
認

定
農
業
者
等
約
60
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
水
稲
育
苗
で
５
月
15
日

を
中
心
と
し
た
田
植
え
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
白
未

熟
粒
等
の
品
質
低
下
を
防
止
す
る
た
め
に
播
種
計
画

が
重
要
と
な
る
こ
と
・
水
稲
育
苗
の
水
管
理
・
温
度

管
理
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
直
播
栽
培
で
は
、
圃
場
の
条
件
整
備
や
播
種

量
の
目
安
、
そ
の
後
の
田
干
し
や
水
稲
除
草
剤
の
栽

培
管
理
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
稲
の
重
点
技
術
対
策
と
し
て
、
田
植
え

時
の
植
付
深
さ
や
栽
植
密
度
・
田
植
え
一
ヶ
月
後
の

中
干
し
作
業
、
ま
た
出
穂
後
20
日
間
の
湛
水
管
理
の

徹
底
に
よ
る
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
吸
収
抑
制
、
病
害
虫
防

除
の
徹
底
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
土
づ
く
り
で
は
、
土
壌
改
良
質
材
の
施
用

に
よ
る
珪
酸
、
加
里
成
分
の
補
充
や
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ

チ
な
ど
の
緑
肥
作
物
・
発
酵
ケ
イ
フ
ン
の
施
用
に
よ

る
地
力
増
強
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大
変
熱
心
に
受
講
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
良
品
質
米
の
生
産
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
10
日（
月
）、
Ｊ
Ａ

い
み
ず
野
本
店
に
お
い
て

「
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
青
年
部

第
10
回
通
常
総
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
第
１
号
議

案
と
し
て
平
成
25
年
度
事
業
内
容
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
報
告
で
は
、
①
射
水
市
内
の
小
学

生
を
対
象
に
「
食
育
」
の
一
環
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
農
業
体
験
」
に
お
い
て
エ
ダ
マ
メ
栽
培
等
を
行
な
っ
た

こ
と
、
②
環
境
対
策
と
し
て
「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
廃
農
薬
回

収
」
に
参
加
協
力
し
た
こ
と
、
③
Ｊ
Ａ
東
海
北
陸
地
区
青
年
組

織
協
議
会
青
年
の
主
張
大
会
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
、
④
Ｊ
Ａ
富
山
県
青
年
大
会
に
お
い
て
実
績
発
表
に
お
い
て

受
賞
し
た
こ
と
等
が
あ
り
、
続
い
て
収
支
決
算
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
と
し
て
平
成
26
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
収

支
計
画（
案
）に
つ
い
て
、審
議
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画（
案
）

で
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験
」
に
お
い
て
サ
ツ
マ
イ
モ
栽

培
を
行
な
う
こ
と
や
「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
廃
農
薬
回
収
」
に

参
加
協
力
す
る
こ
と
等
が
提
案
さ
れ
、
収
支
計
画（
案
）に
つ
い

て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案
で
は
役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
会
員
か

ら
の
互
選
に
よ
り
青
年
部
長
に
坪
田
三
夫
さ
ん
、
副
部
長
に
沖

和
弘
さ
ん
、
田
中
智
浩
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
今
回
承
認
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
積
極
的

な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
青
年
部

第
10
回
通
常
総
会

坪田三夫 青年部長

●応募資格　射水市及び周辺地域在住者で、平成 27 年３月末までに
　　　　　　短期大学・大学を卒業見込みの者、及び卒業者
●募集人数　若干名
●試験会場　富山県農協会館
●試験日時　平成 26 年６月２日（月）
●お問い合わせ・申し込み先　
　ＪＡいみず野本店　総務課　射水市北野 1555-1　TEL（0766）52-0023
　  ※試験・応募書類についての詳細は、募集要項に記載されていますので、上記までお問い合わせ下さい。

平成27年４月採用の職員採用試験を次の通りに実施致します。　　　　　　　　

5/16（金）まで
応募期間

平成27年４月 採用職員募集のご案内

水
稲
栽
培
研
修
会
開
催

よろしくお願い致します！

介紹人新

太閤山支店　坂野　千尋
社会人として今までなかった責任感を背負って
人一倍地域の方々の為に頑張っていきたいと思
います。

新湊南支店　金　　千尋
今まで以上に農業へ関心を持ち、地域の皆さま
の力になれるよう一生懸命勉強したいと思いま
す。よろしくお願いします。

三島野支店　浦野　結梨花
初めての就職で、わからない事や戸惑う事もあ
ると思いますが、毎日笑顔で、地域の方々のお
役に立てるようＪＡ職員として精一杯頑張りま
す！よろしくお願い致します。

東部支店　宮垣　美沙
わからない事だらけだと思いますが、早く仕事
を覚えて笑顔を忘れず毎日元気に働きたいで
す。よろしくお願い致します。

小杉支店　倉田　歩実
最初はご迷惑ばかりをおかけするかもしれませ
んが、みなさまのお役に立てるよう、精一杯努
めます。何でも教えてもらえると助かります。
よろしくおねがいします。

貯金為替課　森田　彩香
地域の方々のお役に立てるような職員になれる
ように頑張りたいです。よろしくおねがいいた
します。



●
Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
組
織

　

協
議
会
発
足
六
〇
周
年
記
念

　
　
　
　

祝
賀
会
へ
出
席
し
て

　

三
寒
四
温
を

繰
り
返
し
確
実

に
春
の
足
音
が

近
づ
い
て
い
る

３
月
20
日
、
雨

晴
温
泉
“
磯
は

な
び
”
へ
県
女

性
協
役
員
・
各

部
長
・
支
部
長

お
よ
び
Ｏ
Ｂ
役

員
他
約
１
３
０

有
余
名
が
集
い
『
Ｊ
Ａ
女
性
60
年
』『
記

念
誌
の
発
刊
』（
平
成
16
年
～
平
成
25
年
）

の
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

細
田
会
長
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、

中
央
会
・
全
農
・
青
壮
年
部
・
歴
代
役

員
の
各
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。
女
性
協
が
発
足
し
た
昭

和
29
年
７
月
か
ら
今
日
ま
で
の
60
年
間
、

歴
代
多
く
の
会
長
、
役
員
、
会
員
が
相

互
に
協
力
・
行
動
・
実
行
を
積
み
重
ね

た
賜
物
で
あ
り
、
時
代
の
変
換
に
伴
い
、

時
世
を
考
慮
し
な
が
ら
種
々
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
今
日
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
「
絆
と
協
同
の
力
」
で

活
動
に
邁
進
し
て
行
こ
う 

と
力
強
く
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
足
時
は
封
建
社
会
か
ら
の
脱
却
を

目
途
と
し
て
農
地
解
放
問
題
・
教
育
の

自
由
・
権
利
の
平
等
他
、今
日
で
は
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、当
初
難
題

だ
っ
た
数
々
の
挑
戦
・
改
良
・
改
革
が
繰

り
返
さ
れ
て
、そ
の
実
績
に
納
得
出
来
る

も
の
が
身
近
に
は
沢
山
あ
り
、豊
か
な
生

活
環
境
が
日
常
化
し
て
い
ま
す
。そ
し
て

今
、女
性
部
が
さ
ら
に
成
長
・
発
展
を
成

す
た
め「
未
来
の
子
供
た
ち
へ
何
を
残
す

か
」「
安
心
・
安
全
な
食
」「
食
と
農
の

大
切
さ
」等
、さ
ら
な
る
協
力
・
団
結
で
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
記
念
誌
』
は
Ａ
４
版 

約
１
８
０
ペ
ー

ジ
で
平
成
16
年
～
25
年
の
10
年
間
、
県

内
各
支
部
の
あ
ゆ
み
＆
催
事
ス
ナ
ッ
プ

が
カ
ラ
ー
印
刷
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
冊

子
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

盛
大
な
宴
会
に
花
を
添
え
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
津
軽
三
味
線
演
奏
」

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
祝
賀
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、「
継
続
は
力
な
り
」、「
結
果
は
一
朝

一
夕
に
し
て
成
ら
ず
」、
そ
し
て
仲
間
の

大
切
さ
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
会
が
発
展
す
る
こ
と

を
祈
念
す
る
ば
か
り
で
す
。（
黒
河
支
部
）

●
か
あ
ち
ゃ
ん
市
総
会

　

３
月
4
日（
火
）、本
店
に
て
か
あ
ち
ゃ

ん
市
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
会
長
の
も
と
本
年
度
の
活
動
計

画
等
話
し
合
い
、
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、会
員
の
親
睦
会
が
『
磯

は
な
び
』
に
て
開
か
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◆
本
年
度
の
か
あ
ち
ゃ
ん
市
開
催
予
定

日
時　

４
月
２
日（
水
）よ
り
12
月
ま
で

　
　
　

毎
週
水
曜
日
開
催

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所　

い
っ
ぷ
く
や
茶

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
大
門
支
店
前
）

新
鮮
な
野
菜
や
花
を
取
り
揃
え
て
販
売

い
た
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
！

●
助
け
合
い
組
織
総
会

　

３
月
11
日
（
火
）、

本
店
に
て
助
け
合
い

組
織
の
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
会
長
の
も

と
、
今
年
も
高
齢
者

社
会
に
対
応
す
る

為
、
援
助
活
動
を
通
し
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
女
性
部
総
会

　

３
月
21
日
（
金
）、
本
店
に
て
第
11
回

い
み
ず
野
農
協
女
性
部
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
岸
女
性
部
長
の
開
会
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
来
賓
代
表
と
し
て
水
元
代
表
理

事
組
合
長
と
い
み
ず
野
農
協
営
農
部
の

中
橋
部
長
よ
り
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
平
成
25
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、

続
い
て
平
成
26
年
度
事
業
計
画
案
、
収

支
予
算
案
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
新
役
員
の
紹
介
を
行
い
、
無
事
総
会

が
終
了
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
浮
田
美
紀
子
氏
を
お
招
き
し
て

「
衣
類
の
整
理

と
似
合
う
洋
服

の
見
つ
け
方
」

と
題
し
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

内
容
盛
り
沢

山
の
総
会
で
し

た
が
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り

滞
り
な
く
終
了
致
し
ま
し
た
。

◆
役
員
紹
介

部　

長　

河
岸
芳
美
（
本
部
）

副
部
長　

犀
藤
秋
美
（
水
戸
田
支
部
）

　
　
　
　

澤
橋
悦
子
（
二
口
支
部
）

会　

計　

夏
野
勝
美
（
南
郷
支
部
）

書　

記　

向
野
和
子
（
黒
河
支
部
）

広
報
委
員
長

　
　
　
　

前
川
美
智
子
（
片
口
支
部
）

委　

員　

竹
内
千
佳
子
（
小
杉
支
部
、大
江
）

　
　
　
　

黒
田
節
子（
小
杉
支
部
、小
杉
）

　
　
　
　

柳
橋
玲
子（
小
杉
支
部
、戸
破
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

女
性
部
で
は
今
後
も
楽
し
み
な
が
ら
、

学
べ
る
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●  

か
あ
ち
ゃ
ん
市
（
野
菜
等
の
販
売
他
）

●  

助
け
合
い
組
織
（
ホ
ッ
ト
サ
ロ
ン
他
）

●  

愛
菜
グ
ル
ー
プ

  　
　
　
（
６
次
産
業
の
お
弁
当
作
り
他
）

いみず野だより　６７　いみず野だより

第12回
「かたろう富山の農業・ゆめ・みらい」作文コンクール

　富山県農業教育振興会主催の第 12回「かたろう富山の農業・ゆめ・みらい」作文コンクールの
表彰式が、２月に富山県農協会館で行われました。
　この作文コンクールは、富山県の若者が考える農業へのゆめや農業振興のアイディアなどを県
内の中学生・高校生から募集しました。
　ＪＡいみず野管内からは、射水市立大門中学校１年（２月当時）の鈴木美里さんが「富山県農
業機械化協会長賞」を受賞されましたので、鈴木さんの作品を紹介いたします。

　

あ
る
日
、母
に
一
本
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
。

「
明
日
か
ら
葱
の
収
穫
が
始
ま
る
が
や
け
ど
、

人
出
足
ら
ん
か
ら
手
伝
い
に
出
て
く
れ
ん

け
？
」

　

私
の
祖
父
の
家
は
代
々
農
家
だ
が
、
私
の

家
は
非
農
家
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
は
営
農

組
合
が
あ
り
、
自
治
会
の
人
た
ち
で
協
力
し

て
農
作
物
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
手
伝
い
に

母
が
し
ば
ら
く
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

営
農
組
合
は
、
平
成
16
年
に
法
人
化
さ
れ

た
。
作
っ
て
い
る
作
物
は
、米
や
大
豆
の
他
、

枝
豆
（
た
ん
く
ろ
う
）、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ニ
ン
ニ
ク
、
葱
（
ね
ぎ
た
ん
）
で
あ
る
。
42

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
51
名
の
組
合
員
で
耕

作
し
て
い
る
ら
し
い
。

　

こ
の
時
季
は
、
枝
豆
と
葱
の
収
穫
が
重

な
っ
て
か
な
り
忙
し
い
そ
う
だ
。

　

葱
の
収
穫
は
朝
早
く
に
行
う
。
８
時
か
ら

始
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
出
荷
の
準
備
も
自

分
た
ち
で
行
う
。
ま
ず
、葱
の
皮
を
む
い
て
、

土
を
落
と
す
。
長
さ
を
整
え
て
、
３
本
ほ
ど

ず
つ
テ
ー
プ
で
巻
い
て
、
箱
に
入
れ
る
。
通

常
よ
り
細
い
も
の
、
形
が
悪
い
も
の
は
出
荷

で
き
な
い
の
で
、
選
別
が
大
変
だ
。
葱
の
出

荷
は
３
週
間
で
あ
る
。
そ
の
間
、
毎
日
組
合

員
10
数
名
で
作
業
し
て
い
る
。
し
か
し
、
組

合
員
は
60
代
、
70
代
の
方
が
中
心
で
、
そ
の

下
の
世
代
の
人
は
あ
ま
り
い
な

い
。
し
か
も
、
家
庭
で
作
っ
て

食
べ
る
の
と
は
違
い
、
売
り
物

に
す
る
の
で
、
色
や
形
に
気
を

遣
う
必
要
が
あ
る
。
大
変
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

そ
こ
ま
で
苦
労
し
て
作
っ
た

野
菜
だ
が
、
出
荷
の
相
場
に

よ
っ
て
高
く
売
れ
る
年
も
あ
れ

ば
、
安
く
な
っ
て
し
ま
う
年
も

あ
り
、
極
め
て
不
確
か
な
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
出
荷
す
る
時

期
も
関
わ
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、

枝
豆
な
ど
の
季
節
商
品
は
少
し

遅
く
出
荷
し
た
り
早
か
っ
た
り

す
る
と
、
値
段
が
安
く
な
っ
て
し
ま
う
。
需

要
が
多
い
と
き
に
出
荷
し
な
け
れ
ば
高
く
売

れ
な
い
の
だ
。

　

そ
し
て
、
一
番
大
変
な
の
は
、
出
荷
先
に

信
用
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
以
前
、
キ
ャ
ベ

ツ
を
作
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
中
に

虫
が
入
り
、
返
品
さ
れ
て
出
荷
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
母
が
手
伝

い
に
行
っ
て
い
る
間
、
天
気
が
ひ
ど
く
悪
い

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
休
め
な
い
ら
し

い
。
出
荷
先
が
他
の
産
地
の
物
を
扱
う
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
れ
ほ
ど
信
用

が
大
切
な
の
だ
。
組
合
員
の
方
の
話
に
よ
る

と
、
野
菜
作
り
は
博
打
の
よ
う
な
も
の
だ
と

い
う
こ
と
ら
し
い
。
う
ま
く
で
き
れ
ば
儲
け

が
あ
る
が
、
失
敗
す
る
と
大
損
を
し
て
し
ま

う
。
全
く
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
た
。

　

野
菜
作
り
は
同
じ
場
所
で
ず
っ
と
同
じ
物

を
作
れ
な
か
っ
た
り
、
天
気
を
み
な
が
ら
世

話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
。

こ
れ
ほ
ど
難
し
い
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ

野
菜
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は

「
減
反
」
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。

　
「
減
反
」
と
は
、
国
が
行
っ
た
政
策
で
、

米
の
作
付
面
積
を
減
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
米
の
代
わ
り
に
他
の
作
物
を
作
る
こ

と
を
推
進
し
て
い
る
の
だ
。
米
の
生
産
量
を

調
整
し
、米
の
値
を
一
定
に
す
る
と
同
時
に
、

余
っ
て
い
る
米
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る

目
的
が
あ
る
。
そ
し
て
、
転
作
す
る
と
補
助

金
が
受
け
ら
れ
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
も
と
も
と
私
の
地
域
の
辺
り
の

土
は
、
米
作
り
の
方
が
向
い
て
い
る
。
粘
土

質
な
の
で
、
良
質
な
米
は
作
れ
る
の
だ
が
、

野
菜
作
り
に
は
不
適
な
の
だ
。
そ
し
て
、
水

は
け
が
よ
い
所
で
育
つ
よ
う
な
野
菜
は
作
れ

な
い
の
で
、
自
然
と
作
れ
る
種
類
は
限
ら
れ

て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
日
本
で
米
が
余
っ
て
い

る
の
か
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
食
の
欧
米
化

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。
パ
ン
や
麺
類
の
普

及
に
よ
っ
て
、
米
の
消
費
量
は
年
々
減
っ
て

い
る
。
要
す
る
に
、「
日
本
人
の
米
離
れ
」

が
起
き
て
い
る
の
だ
。
組
合
員
の
方
に
よ
る

と
、「
作
り
慣
れ
た
米
を
本
当
は
作
り
た
い
。」

「
も
っ
と
米
の
消
費
量
が
増
え
る
と
い
い
が

や
け
ど
…
。」
と
の
こ
と
だ
。

　

他
に
、
農
家
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
は
後

継
者
不
足
が
あ
る
。
若
い
人
が
農
業
の
道
に

進
ま
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
確
実
で
な
い

う
え
に
、
経
験
が
物
を
言
う
世
界
な
の
で
、

農
家
が
減
っ
て
い
る
の
だ
。
農
家
が
減
っ
た

か
ら
ど
う
な
る
と
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う

が
、
こ
れ
は
大
き
な
問
題
な
の
で
あ
る
。
も

し
米
の
消
費
量
が
増
え
た
と
し
た
ら
、
こ
の

ま
ま
だ
と
生
産
が
消
費
に
追
い
つ
か
な
い
可

能
性
も
あ
る
。
こ
れ
が
関
係
な
い
と
い
う
人

は
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の

農
業
問
題
は
国
民
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

国
に
任
せ
る
し
か
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

個
人
で
で
き
る
こ
と
は
あ
る
。
例
え
ば
、
国

産
米
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
選
ぶ
、
普
段

の
朝
食
が
パ
ン
な
ら
、
一
日
ご
飯
に
し
て
み

る
な
ど
だ
。
最
近
で
は
、
米
を
使
っ
た
新
し

い
商
品
の
開
発
が
進
む
な
ど
、
各
々
の
方
面

で
の
活
動
が
み
ら
れ
る
。

　

改
め
て
私
は
、
日
本
の
農
業
の
抱
え
る
問

題
を
痛
感
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
出
来
事
は

繋
が
っ
て
い
る
の
だ
。自
分
の
国
の
問
題
は
、

自
分
た
ち
で
協
力
し
て
解
決
策
を
考
え
る
。

こ
の
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
う
。

　
農
業
の「
い
ま
」と「
み
ら
い
」

射
水
市
立
大
門
中
学
校
１
年

鈴
木　

美
里
さ
ん

（
射
水
市
生
源
寺
）

富
山
県
農
業
機
械
化
協
会
会
長
賞

今
後
の
予
定

４
月
19
日
㈯

県
女
性
協
通
常
総
会　

県
Ｊ
Ａ
会
館

６
月
1
日
㈰
～
3
日
㈫

マ
マ
さ
ん
大
学

　

第
51
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
部
旅
行
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新登場！

①200倍～100倍でスギナ、ツユクサなど、ほとんどの雑草を枯らします。
②日陰でも低温でも高い効果を発揮します。　　③雨でも高い効果を発揮します。
④水田畦畔、大豆の畦間にも使用できます。

園芸バケツが貰えるキャンペーン中！ 全国キャンペーンも実施中！

目盛や注ぎ口があって使いやすい！
評判の10ℓ入りバケツです！

応募ハガキに必要事項を記入のうえ
応募すると豪華景品が抽選で
2,000名様に当ります！

根は枯ら
さず、

地上部を
枯らす

除草剤！

非選択性茎葉処理除草剤

※添乗員は同行いたしませんがＪＡ随行員が同行いたします。※食事条件：朝食×０回　昼食× 1回　夕食× 0回
※上記コースは予定です。変更になる場合もございます。
★ＪＡいみず野管内のバス発着場所・お時間は、最終日程表にてご案内させていただきます。

ＪＡいみず野特選日帰りプラン！

１

貸切バス（バスガイドは乗車いたしません）　　　
ＪＡいみず野各地 ― 小杉ＩＣ ― 京都南ＩＣ ― 八つ橋庵 ― 花見小路散策 ― 祇園甲部舞錬場：第 142 会　都をどり ― 安井金比羅宮 ― 
　6:45 ～ 7:00　　　　7:15　　　　　　　　12:00/13:00　　　　　　　　　13:50　14:00 開演 15:00 終演予定　　　“悪縁を切り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お昼食とお買い物！　　　　　　　　　お座席：弐等観覧席（自由席）　　　　　　良縁を結ぶ”
 ― 京都南ＩＣ ― 小杉ＩＣ ― ＪＡいみず野各地
　　　　　　　　　　　　　　　21:00 頃着 安井金比羅宮

◆旅行実施日　平成26年４月26日 （土曜日）

◆ご旅行代金　お一人様￥14,800円

二等観覧券付き！

春の京都 ! 都をどり!

お問い合わせは ＪＡいみず野 各支店まで

まだ !!
間に合います !
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